
平成 年 月 日(日) （受付開始13:00）24 ７ 22 13:30～15:30

環境と人間のふれあい館 研修室
(新潟市北区前新田字新々囲364-7)

「公害の真の克服を求めて 」～3.11を経て思う～
あ わ や か よ こ

（四日市大学教授／環境物理学）粟屋 かよ子 さん

9:30～16:30平成 年 月 日(土)～ 月 日(日)の、毎日24 7 7 7 22
（ただし、7月9日(月)と17日(火)は休館）

環境と人間のふれあい館 ホール

四日市公害記録写真展
〔協力：四日市市環境学習センター〕 (写真は、四日市再生「公害市民塾」協力)

新潟県立環境と人間のふれあい館 開館11周年

記念講演会 写真パネル展と

記念講演会記念講演会

写真パネル展写真パネル展

主催・お問い合せ先主催・お問い合せ先

新潟県立環境と人間のふれあい館は、本年8月1日で開館11周年を迎えます。

これを記念して、四大公害病の一つである四日市公害に関する講演会と写真パネル展を

開催します。本講演会では、四日市公害問題や環境問題等を市民と共に考え研究している

四日市大学教授 粟屋かよ子さんから、ご講演いただきます。

皆様のご来場、ご参加をお待ちしております。

生まれは中国済南市、山口県、岐阜県で育ち、奈良女子大学卒業後、名古屋大学大学院理学研究科（物理学）を経て理学博士(素粒子論)
を取得。その後、教育運動「フリースクール運動」に関わり、十数年後、物理学に復帰し「量子力学の観測問題」を約20年間研究。現在は
四日市大学教授として、環境問題を実践的にも中心的なテーマに据え、地元四日市で、四日市公害問題や全国一の産廃不法投棄問題などの
解決を学生・住民と共に考え、被害者・患者の視点から持続可能な社会の姿を探っている。市民活動団体である「NPO環境市民大学よっかい
ち」の代表でもあり、広報誌『しっとこに』を発行している （http://www.yes-ou.com を参照 ）。 。

【主著 『自然と人間復権の教育』一光社（共著 、P・Rウォレス『量子論にパラドックスはない・・・量子のイメージ』シュプリンガー・フェ】 ）
アラーク東京(共訳) 『破局－人類は生き残れるか』海鳴社、J・ハート『環境問題の数理科学入門』シュプリンガ―・ジャパン(共訳)、近、
刊『先進事例から学ぶ再生可能エネルギーの普及戦略』本の泉社(共著)
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－新潟水俣病資料館－新潟県立環境と人間のふれあい館

〒950-3324 新潟市北区前新田字新々囲乙364－7
TEL 025-387-1450 FAX 025-387-1451
URL http://www.fureaikan.net/
E-mail fureai@abeam.ocn.ne.jp

電車の場合 JR豊栄駅よりタクシーで5分。徒歩30分。

お車の場合 新新バイパス「豊栄I.C.」より車で10分。

テーマ

会 場

日 時

観覧料、入場料とも無料

参加費、入場料とも無料 事前申込不要


